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■研究題 目

自研究の目的・意義

自然が持つ色を自らの手中に収めようとすること

は、人間の本能的行為であり、そのために様々な対
象に対し、様々な方法が試みられてきた。そのひと
つに草木染めがある。これは自然の中で最も身近な

植物の色彩を布に染め付ける試みである。

植物が持つ色の中でも、鮮やかな花の色は特に

私達の目を惹く。この色を鮮やかなまま身にまとう事

は、人間の古来の憧れである。

しかし、花の色を、鮮や力さを残したまま繊維に染

着させることは、容易ではない。これは、多くの花の

主要な色素であるアントシアンの性質が不安定であ

ることが原因である。

アントシアニンは、トリヒドロキシフラビウムを基

本骨格とする構造を持っている(図 1)。 その特徴

はオキソニウム構造であり、この構造が不安定さ

の起因であ とされている。

図 2はアントシアニン(シアニジン型 )の ,Hによ

る化学構造の変化を示したものである。強酸性の

もとではフラビリウムカチオンというオキソニウム塩

となり赤色を呈し、弱酸性 下ではアンヒドロ塩基

(紫 )、 中性から弱アルカリ性ではアンヒドロ塩基ア

‐オン6与 )として存在する。

草木染めには、色素が安定しやすい茎、根、

葉、枝、樹皮が主に使われ、それによつて得られ

る色のほとんどは茶系である。アントシアンを鮮や

かな色のまま染着させることができれば、草木染

めで表現できる色彩の幅は大きく広がることにな

る。

そのためには、布のアニオン化処理が有効で

あることがわかつている。しかし、アニオンイヒ剤の

国内生産は限られているため、あまり用いられて

おらず、アニオン化剤についての研究もあまり進

んでいないのが現状である。

本研究では、(地場産業としての)草木染めの可

能性を広げることを目的とし、アントシアンによる染

色とアニオン化剤について探究す乙
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図 2アントシアニンの pHによる化学構造変化

■研究の方法
1鵡
1 1業斜

赤色の色素抽出材料として、昨年用いられた、愛

東マーガレットステーションで栽培されたアイスランド

ポピーの花弁を採取し、赤色のもの、橙赤色のもの

ビンク色のものの 3つ に分51した 加えて、赤色のア

ントシアン色素を持つと思わ妨 試料として、滋賀県

立大学構内で栽培されたつつじ、青色の色素抽出

試料としてツルニチニチソウの花弁、花弁以外の色

素抽出試料としてモミジパフウの葉、ナスの果皮を

採取し、生の状態で測色、重量を測定した後、冷凍

保存レL色素の抽出は、花びらの 8倍量のイオン交

換後蒸留した水 (pH6)に 、常温で外気に触れない

状態で 14日 間浸漬し、その後ポリエステル布でろ過す

る発酵抽出法を用いた

また、ツユクサの一種の花弁から抽出した液を紙

にしみ込ませて濃縮した青花紙、および赤キャベツ

の濃縮液も色素試料に用いた。



!2試 験布

中尾フィルター製染色試験布、絹(14日 付羽二
⊃ を用いた

試料をノイグンHC(3g/1)中 80℃、浴比 1:50で
30分処理後、イオン交換後蒸留した水で十分水洗
した。その後サンドスペース R、 およびサンドスペー
スSでアニオン化処理した アニォン化処理はどちら
も、アニオン化剤 2鰯床溶液に浴比 1:30、 70℃ で 30

分問試料を浸漬し、その後 2島炭酸カリウム水溶液
を試料の 24倍量加え、80℃で 30分問処理し、さら
にその後 4%酢酸水溶液中に 12時間浸漬した後、
イオン交換後蒸留した水で十分に洗い、風千した。
その後、試験布を5置 商戦断し実験IJ甲 いた

日実験項目
1彙色
1 l pllの t4Lによる影署の検討

田中直染料店の赤キャベツ液と青花紙を用いた
それぞれを5%に薄めた染液を、Walpoし の01M緩
鏡 を用いて pH 2.4,7,11,12に 調整し、浴比
1:20、 常温で 24時間、精練布およ0アニオン化処
理した 2種の絹布を染色した

また、染液の pH別吸収スペク,レを測定した。吸
収スペクトル l■、データが得られやすいように、赤キ
ャベツ色素は 12%、 青花色素は o6%に薄めて測
定しr_
12精練布とアニオン化布 2種の比較

ポピー (オ レンジ)の抽出液をビーカーに入れ、
浴比 1:20、 常温で 24時間、精練布およびアニオン

化処理した 2種の絹布を染色した
1_3各 種色素試料における染着性の比較

各種色素試料からの抽出液をそれぞれピーカー
に入れ、浴比 1:20、 常温で 24時間、精練布および
アニオン化処理した2種の絹布を染色した。また、抽
出液の pH別吸収スペク,レを測定した 吸収スペク

トルは、データが得られやすいように、ポピー (ピン

ク)、 ツルニチニチツウの抽出液は 1/2、 ポピー

(オレンジ)、 モミジ、ナスの抽出液は 1/S、 ポピ
ー (赤)は 1/10に 薄めて測定した
2堅ろう度の測定
21日 光堅ろう度の測定

カーボンアーク灯光法 (IS LK1842)で 行つた。
ポピー (オ レンジ)で染色した試料をブルースケール
8と共に紫外線オートフィードメーター (スガ試験機
株式会社製 FAL AU型 )に設置し、紫外線を20時
間照射しr_その後、グレースケールで試験前後の
試料の変色を測定した
22各種洗剤による影響の測定

非イオン性界面活性剤ノイグン HC(pH3)、 市販
の衣料月中性洗剤 (pH7)、 アニオン性脂肪酸石鹸
(1ホ 10)の 3種を用いた ポピー (オレンジ)で染色し
た試料を3g/t浴比 1:50で、3分間浸漬した後、イ

オン交換後蒸留した水で十分に洗い、風干した
また、処理後さらにクエン酸水溶液 6H2)に 3分

間浸漬した後、イオン交換後蒸留した水で十分に洗
|ヽ 風千したものと比較した
23=水 洗浄による影響の測定

ポピー (オ レンジ)で染色した試料を 65℃から
100℃ までの温水に 3分間浸漬した後、イオン交換
後蒸留した水で十分に洗い、風千した。
3アニォン化処理による綱布のぜい化の斎定
3:=|き裂き強度の測定

ベンジュラム法 (」ISレ 1096)で行った。精練布
およびアニオン化処理した 2種の絹布を 5 cmX 10

c■lに裁断し、縦方向・横方向に引き裂いた時の抵抗
を測定した
32磨耗強度の測定

ユニバーサル形法 (JiS L 1096)、 平面法で行つ
た。精練布およびアニオン化処理した 2種の絹布を
装置に力ヽナ、研摩紙に炭化ケイ素質 P600-Cwを 用
しヽ 磨疑するまでの摩擦回数を測定した

日緒集と考察
1染色
1:pHの変化による影響の検討

染液のpHが赤キャベツ色素と青花色素による染
着に与える影響を図 4に示した。

赤キャベツ色素は pH2で 赤色を呈し、,H7で紫、
pHllから12で青から青緑色を呈する。青花色素は
酸性からアルカリ性になるにつれ、紫みの青から緑
色を呈する。

赤キャベツ色素,青花色素共に、。Hが低い方が
濃く染着した。青色の状態にあるアントシアンは雛
に染着しなかった

図 4 染液の pHが赤キャペツ色素と青花色素
による染着に与える影響

12精総布とアニォン化布 2種の比較
染色濃度に及ぼすアニオン化剤の影響を図 5

に示した
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日光堅ろう度試験前後の K/S値を図 8に示し
た

精練しただけのもの、十ンドスペース Sで処理し
たもの、サンドスペースRで処理したもの共に日光堅
ろう度は1級以下だつた

図 5染色濃度に及ぼすアニオン化剤の影響

13各種色素試料における染着性の比較
各種色素試料による染色物の濃度を図 6に示し

た。また、各種色素認 によるサンドスペースR処理
布の染色物の色調を図 7に示した。

赤のポピー、オレンジのポピーで染色したもの

が良く染まつた。また、赤色ばかりでなく、テスの

紫色も、色は薄いが染めらオる ことが分かつた
赤色の試料の中でも、ツツジはほとんど染着し

なかった
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図 8 日光堅ろう度試験前後の Kハ 値

22各種洗剤による影書の測定
非イオン性界面活性剤ノイゲン HC(pH3)、 市販

の衣料用中性洗剤 (pH7)、 アニオン性脂肪酸石鹸
(pH10)で 洗浄したもの、また、それぞれをクエン酸
水溶液(pH2)に 3分間浸漬したものの K/S値を図 9

に小した。

脂肪酸石鹸で洗浄したものにおいては、特に激
しい色素の脱落、色相の変化が見られた

クエン酸 05%灘に浸漬したものにおいては、脂
肪酸石鹸で洗浄しただけのものに比べると、色相が
若千戻つている。
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23温水洗浄による影響の渕定
65℃ から lllll℃ の温水に浸漬したものの K/S

値を図 10に示した。
浴温度が高くなるにつれ、染料が繊維からF3t落 し
た 。

図 7各種色素試料によるサンドスペース R処理布
の染色物の色調

2堅ろう度の測定
21日光堅ろう度の測定

る染色物の濃度



S詢

図 10温水洗浄1よる影響

3アニォン化処理による鋼布のぜい化の測定
31引き製き強度の測定

ペンジュラム法で測定した引き裂き強度試験の

結果を図 11に示しr_
引き裂き強度は低下したが、十分実用に耐える

強度である。

1 アニオン化により、赤色から紫色のアントシアン

が鮮や力,こ染色できる。青花やツルニチニチソウ
など、青色のアントシアンについては、アニオン化
は無効である。今回使用した色素試料の中では、
ポピー、赤キャベツ、モミジパフウ、ナスの染色に
ついてはアニオン化が有効であつた。ツツジ、青
花、ツルニチニチノウについては無効である。

2 サンドスペースSでアニオン化処理したものより、
サンドスペース Rでアニオン化処理したもののほ

うが濃く染まる。
3 アントシアンによる染色物の日光堅ろう度は1級

以下であり、アニオン化処理をしたものについて

も同様である。
4 アントシアンによる染色物は高温に弱く、アニオ

ン化処理をしたものについても同様である。
5 アニオン化処理により磨耗強度は上がる。引き

裂き強度は低下するが、十分実用に耐える強度
である。

花びら染めを地場産業にするためには、日光や洗
濯に対する堅ろう度の課題が残されている。いまのと
ころ測定された堅ろう度では、染め上がったものを製
品化することは難しく、洗濯や保管の際の扱いが難
しくなる。
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図 11 弓|き裂き強度の比較

32磨耗強度の測定
ユニパーサル形法で測定した磨耗強度試験の結

果を図 12に示した
アニオン化処理により磨耗強度は上がることがわ

かつた。

図 12磨耗強度の比較
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